
いよ 令和３年

12月定例会
【特集】あの工事どうなった？
工事の進捗状況をお知らせします！

【常任委員会報告】秦皇山・栗の里公園の遊具整備
国の安全基準を満たした適切な管理を
　　　 10人が市政を問う
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【きらきら・人　い～よ○23】
ファミリーミュージカル「ミンナ愛顔」主演
将来は大きな舞台に立ちたい！

冬号

議会だより

２

４

６

18

一般質問

ボールはともだち♪さむさをふっとばせ！
（伊予幼稚園・うえの保育所合同サッカー大会　令和２年12月16日）



伊予市役所

令和２年４月に完成した
「いよ未来こども園（旧からたち幼稚園）」

令和２年３月に完成した「南伊予駅」

令和２年９月に完成した
「中山コミュニティセンター
（旧なかやま農業総合センター）」

中山地域事務所

むかい委員

ひらおか委員

令和２年３月に完成した
「IYO夢みらい館」立体駐車場

令和２年３月に完成した「中山スマートIC」

国道56号松山方面（反対側の南予方面にも設置）
と施設の立体駐車場入口前に設置されました。

IYO夢みらい館立体駐車場
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もりかわ委員

かわぐち委員長

「集会室」は趣味
や会合、サーク
ル活動など、ど
なたでも利用で
きます！

ゲートは完全に
停止しないと開
かないので注意
してください！

意外と知られていませんが、
夜はライトアップされて夜景
スポットになっています。

Point!

Point!

Point!

　施設の場所が分かり
づらかったため、案内
表示板が国道に設置さ
れました！

南伊予駅には、連日、鉄
道ファンが訪れており、
今後の周辺整備などが期
待されます。

　当初は、園内に「児童館
あすなろ」を建設予定とのこ
とでしたが、現在、規模・予
算の問題とコロナ禍の影響も
重なり、慎重に協議を重ねて
　　います。

　完成してもうすぐ１年が
経過しますが、コロナ禍の影
響もあり、当初の予想より、
半分程度の利用率にとどまっ
ているそうです。



あの工事どうなった？

生徒が実際に使
用 で き る の は
LAN工 事 等 が
終わる令和３年
４月以降になる
そうです。
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たかた委員

よしひさ副委員長

おおの委員

　議会だより第58号（令和元年11月１日発行）に、進捗中の主要な新設・改修工事をお知らせしましたが、約
１年経ったその後の進捗状況と、これから予定している事業をお知らせします。

工事の進捗状況をお知らせします！
追跡調査

生徒１人にタブレット端末購入

　国のGIGAスクー
ル 構 想 の 事 業 で 約
２億円の予算で購入
します。 　工事完了後、テナントな

どがオープンするのは、ＧＷ
明けぐらいを予定しているそ
うです。待ち遠しいですね！

　中山地域のコミュニティ
の拠点として、幅広い世代に
利用していただき、地域の生
きがいづくり、活性化に役立
　 つことを期待します。

ふたみシーサイド公園の改修工事は
令和３年３月末完成予定です！

西日本豪雨による災害復旧工事を
現在も順次進めています！

双海地域
事務所

全面改修中（令和２年12月撮影）

復旧工事が完成した「双海町串の市道」



国
の
安
全
基
準
を
満
た
し
た
適
切
な
管
理
を

関
係
課
と
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
安
心
・
安
全
に
努
め
る

現状のパーゴラ

現状のコンビネーション遊具新設予定のコンビネーション遊具
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常任委員会
審査報告

（12月10日・11日・14日開催）

秦皇山公園
栗の里公園
遊具整備

既存のパーゴラ（写真左）、ベンチを撤去
し、ユニバーサルベンチ（写真下）を４か所、
２連ブランコを１基新設する予定です。

既存のコンビネーション遊具（写真右）を入れ替え（下記イラス
ト）、さらにクライムステーション遊具を新設する予定です。

秦
皇
山
公
園
・
栗
の
里
公

園
遊
具
等
整
備
工
事

今
回
、
コ
ロ
ナ
対
応
臨

時
交
付
金
で
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
利

用
者
か
ら
の
要
望
や
市
の
整
備

計
画
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

現
施
設
と
新
設
遊
具
は
国
の
安

全
基
準
を
満
た
し
、
適
切
な
管

理
が
で
き
る
の
か
。

経
済
雇
用
戦
略
課

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
キ
ャ
ン

プ
人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、
来

年
度
以
降
は
多
く
の
家
族
連
れ

の
来
園
を
見
込
ん
で
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
両
施
設
と
も
に

老
朽
化
が
進
み
、
安
心
・
安
全

が
担
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
使

用
を
中
止
し
て
い
る
遊
具
も
あ

り
、
利
用
者
か
ら
改
修
を
求
め

る
声
が
多
く
届
い
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
市
と
し
て

来
年
度
当
初
予
算
に
、
今
回
よ

り
小
規
模
の
改
修
経
費
を
計
上

す
る
よ
う
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
他
の
感
染
症
対
策
費
の
減

額
に
よ
り
枠
に
余
裕
が
で
き
た

た
め
、
臨
時
交
付
金
の
効
果
的

活
用
の
意
味
も
含
め
、
遊
具
を

分
散
配
置
す
る
方
向
に
切
り
替

え
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
遊

具
の
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
多

く
の
公
園
を
所
管
す
る
都
市
住

宅
課
と
も
情
報
共
有
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
を

第
一
に
努
め
た
い
。

秦
皇
山
公
園
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
道
路
は
適
切
な

整
備
・
管
理
が
さ
れ
て
い
る
の

か
。

産
業
建
設
部
長

　
本
市
道
は
、
中
山
地
区
広
報

区
長
会
か
ら
も
離
合
箇
所
の
設

置
や
カ
ー
ブ
等
の
改
善
要
望
が

出
て
き
て
い
る
。
予
算
的
に
全

面
改
修
は
困
難
で
あ
る
が
、
劣

化
が
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
り
、

安
全
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
観
点
か
ら
、
市
道

を
所
管
す
る
土
木
管
理
課
で
適

切
に
対
応
し
た
い
。

　

キ
ャ
ン
プ
人
気
は
高
ま
っ
て

い
る
が
、
秦
皇
山
の
キ
ャ
ン
プ

場
は
ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い

と
思
わ
れ
る
た
め
、
実
際
に
市

職
員
な
ど
が
キ
ャ
ン
プ
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
撮
影
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
流
す
な
ど
、
知
名
度

を
上
げ
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

問

問

答

答

産
業
建
設
委
員
会

新設予定のベンチ

栗の里公園

秦皇山公園

委
員
か
ら
の
要
望
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リモコンの「ｄボタン」を押し、
自治体情報を選ぶと伊予市の
情報を見ることができる。

上灘保育所の移転先である双海保健セン
ター（双海地域事務所横）

ふ
る
さ
と
納
税

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
手
数

料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
利
用
料
の

増
加
を
見
込
ん
だ
額
を
計
上
し

て
い
る
が
、昨
年
と
比
較
し
て
、

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
が
ふ
る
さ
と

納
税
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
か
。

財
政
課

　

１
、２
万
円
の
小
口
の
寄
附

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
が
、
３
万
円
、
５
万
円
の

寄
附
は
苦
戦
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
返
礼
品

の
一
つ
で
あ
る
「
紅
ま
ど
ん

な
」
の
受
付
期
間
を
８
日
間
延

長
し
た
と
こ
ろ
、
11
月
末
の
約

２
７
０
０
万
円
か
ら
、
12
月
11

日
時
点
で
約
３
６
０
０
万
円
と

約
10
日
間
で
１
０
０
０
万
円
近

く
の
受
付
が
あ
り
、
12
月
に

入
っ
て
か
ら
は
苦
戦
し
な
が
ら

も
伸
び
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
広
報

サ
ー
ビ
ス
活
用
事
業

視
聴
者
が
実
際
に
情

報
（
テ
レ
ビ
愛
媛
が
提

供
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
自
治

体
情
報
）
を
い
つ
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

　
ま
た
、
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
特
に
設
定
な
く
伊
予
市
の

情
報
が
入
る
の
か
。

総
務
課

　

４
月
、
５
月
の
２
か
月
間
は

試
験
運
用
期
間
と
し
て
い
る

が
、
４
月
１
日
に
ｄ
ボ
タ
ン
を

押
せ
ば
、
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
、
広
報
紙
や
広

報
区
長
を
通
じ
て
操
作
手
順
等

の
周
知
を
図
る
。

上
灘
保
育
所
の
移
転

上
灘
保
育
所
の
移
転
に

伴
い
、
定
員
数
を
現
在

の
90
人
か
ら
45
人
に
変
更
す
る

と
あ
る
が
、
施
設
規
模
の
比
較

と
今
後
の
児
童
数
の
推
移
は
。

子
育
て
支
援
課

　
現
在
の
保
育
所
は
、
延
床
面

積
が
約
８
０
０
平
米
で
、
移
転

先
の
保
育
所
は
約
５
３
８
平
米

で
あ
る
。
児
童
数
の
推
移
は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の
入

所
児
童
数
は
32
人
で
あ
り
、
国

立
研
究
所
の
統
計
等
に
基
づ
く

試
算
に
よ
る
と
、
10
年
後
は
26

人
、
20
年
後
は
23
人
と
の
試
算

が
出
て
お
り
、
今
後
も
保
育
所

が
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
。

保
育
所
が
必
要
と
さ
れ

る
人
数
の
目
安
と
、
今

後
児
童
数
が
減
少
し
て
い
く
こ

と
に
伴
う
統
廃
合
な
ど
の
考
え

は
。

問

問

問問

答

答

答

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

議案等議員別表決結果一覧表 ※正岡千博議長は採決に入っていません。

［賛否の分かれた案件のみ記載しています。その他案件についてはすべて全会一致で可決されました。］　　※趣旨採択に賛成者は○と表示

子
育
て
支
援
課

　
現
在
、
認
可
保
育
所
の
運
営

と
し
て
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
、
各
年
代
２
人
ず
つ
の

約
12
人
を
一
定
の
目
安
と
考
え

て
い
る
。
下
灘
保
育
所
は
、
国

立
研
究
所
の
統
計
等
に
基
づ
く

試
算
に
よ
る
と
２
０
４
０
年
に

約
11
人
前
後
の
児
童
、
園
児
数

を
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で
お

り
、
そ
れ
ま
で
は
現
状
の
ま
ま

存
続
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
の

社
会
・
自
然
増
減
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
く
か
を
慎
重
に
見
極
め
、

適
切
な
時
期
に
判
断
し
た
い
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決日
氏名

議決結果

森
川
建
司

吉
久
俊
介

川
口
和
代

向
井
哲
哉

平
岡
清
樹

高
田
浩
司

大
野
鎮
司

門
田
裕
一

日
野
猛
仁

北
橋
豊
作

佐
川
秋
夫

谷
本
勝
俊

正
岡
千
博

田
中
裕
昭

武
智
　
実

久
保
　
榮

田
中
　
弘

若
松
孝
行

水
田
恒
二番 号 件　　名

発議第３号 国会における憲法論議についての意見書の提出について 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ×
12月
18日

陳情第２号 日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求める意見書の提出についての陳情 不 採 択 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○
陳情第４号 加齢性難聴者への補助器購入に対する公的補助制度創設を求める陳情書 趣旨採択（※） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第５号 種苗法「改正」案の廃案を求める意見書を提出を求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

令和２年第７回（12月）伊予市議会定例会
〔会期：11月30日〜12月18日　19日間〕  
○：賛成　×：反対

答



武智　 実　議員　（Ｐ12）
１　文化の振興と保護について
２　伊予市飲用井戸整備事業費補助金の見直しについて
３　高収益作物次期作支援交付金と経営継続補助金について

平岡　清樹　議員　（Ｐ13）
１　コロナ禍における伊予市の財政について
２　市道浜田松本線（下吾川）等の整備と老朽施設の整備について

門田　裕一　議員　（Ｐ14）
１　行政手続のデジタル化でオンライン申請の推進を
２　合併処理浄化槽のさらなる推進を
３　子宮頸がん予防ワクチンについて
４　災害に強いまちづくり
５　本市のGIGAスクール構想について

川口　和代　議員　（Ｐ15）
１　虐待を見逃さない市に
２　切れ目のない対応を
３　防災について
４　コロナ禍での選挙

水田　恒二　議員　（Ｐ16）
１　北山崎海岸堤防工事に関連して
２　義務教育児童に関わる寄附金集めについて
３　行政手続と押印廃止
４　男女共同参画と女性登用
５　「中曽根氏に弔意」通知に関して

田中　弘　議員　（Ｐ17）
１　自然災害について
２　地域振興について

※通告順（発言順）に掲載しています。
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小さなお子様連れでも議会の傍
聴ができる「親子傍聴席」もあ
りますのでお気軽にお越しくだ
さい。（室内は防音ですが本会
議の内容はスピーカーを通して
聞こえます）

親子傍聴席



10人が市政を問う
　12月定例会では、10人の議員が35問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問
項目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質疑応答を要約してお伝え
します。なお、全文記録（議事録）は３月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会
議録検索システムに掲載しますのでご覧ください。
※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、機器の写り込み等がありますがご了承ください。

高田　浩司　議員　（Ｐ８）
１　観光振興で伊予市の活性化を
２　三秋「大池」の改修工事について
３　耕作放棄地対策について

大野　鎮司　議員　（Ｐ９）
１　鳥ノ木地域の安心安全な避難経路確保について
２　高齢者の安心・安全・快適な移動手段の支援策
３　児童生徒の修学旅行について
４　誰もが平等に支援・サービスを受けられる環境を

北橋　豊作　議員　（Ｐ10）
１　農業経営継続強化策について
２　新型コロナウイルスの経済対策と「ツインデミック」時の対応策について
３　防災・減災対策について
４　財源確保策について

谷本　勝俊　議員　（Ｐ11）
１　コロナ禍での学校、これまでとこれから
２　消防団活動の装備充実について
３　高収益作物次期作支援交付金について

※通告順（発言順）に掲載しています。
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一般質問

伊予市議会

まさおか議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

３月定例会の日程は
２月初旬頃ホームページ
に掲載予定です。
広報いよし３月号でも
　お知らせします。



現
在
の
観
光
は
、
見

る
観
光
か
ら
体
験
型

の
観
光
へ
と
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
人
気
の

旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

し
ま
な
み
海
道
が
全
国
１
位

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に

お
い
て
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

適
し
た
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス

が
多
数
あ
る
。
例
え
ば
、
町

家
・
市
民
体
育
館
・
ふ
た
み

シ
ー
サ
イ
ド
公
園
・
道
の
駅

な
か
や
ま
・
大
谷
池
・
ウ
ェ

ル
ピ
ア
伊
予
な
ど
６
か
所

程
度
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
け

て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

年
間
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
観
光
客
を
増

や
す
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
・

伊
予
市
」
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
は
。

本
市
に
は
既
に
一
定

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
文

化
が
根
付
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
策
定
中
の「
お

も
て
な
し
プ
ラ
ン
」と「
自
転

車
を
活
用
し
た
観
光
等
推
進

計
画
」
で
自
転
車
の
さ
ら
な

る
活
用
方
策
に
関
し
、
市
民

や
来
訪
者
に
提
案
を
行
い
た

い
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設

定
、
市
内
全
域
と
地
域
ご
と

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

作
成
、
道
の
駅
・
町
家
・
ウ
ェ

ル
ピ
ア
伊
予
・
花
の
森
ホ
テ

ル
へ
施
設
当
た
り
２
台
か
ら

６
台
の「
Ｅ
ー
バ
イ
ク
」
の
配

置
な
ど
を
並
行
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
自
転
車
を
介
し

た
観
光
振
興
を
強
力
に
推
し

進
め
た
い
。

伊
予
市
、
九
州
間
の

高
速
艇
の
復
活
や
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
誘

致
す
る
な
ど
、
伊
予
港
を
活

用
し
て
観
光
客
を
誘
致
し
て

は
。

　

高
速
艇
の
航
路
復
活
に
つ

い
て
は
、
定
期
航
路
の
維
持

に
は
莫
大
な
経
費
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
観
光
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
よ
り
全
国
的
に
も

船
舶
の
利
用
者
は
減
少
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
、
伊

予
港
と
松
山
港
か
ら
九
州
へ

の
航
路
を
持
っ
て
い
た
海
運

会
社
は
既
に
解
散
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で

は
実
現
性
は
低
い
と
感
じ
て

い
る
が
、
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
を
行
い
た
い
。

　

一
方
、
付
加
価
値
の
高
い

上
質
な
着
地
型
観
光
商
品

と
し
て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船

を
使
っ
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は

非
常
に
人
気
が
高
い
こ
と
か

ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
情
報
収
集
、
調
査
検

討
を
重
ね
た
い
。

工
事
の
進
捗
状
況

と
、
延
期
後
、
堤
体

の
診
断
検
査
は
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
実
施
し
て
い
る
の

か
。

　

県
に
お
い
て
、
平
成
26
年

度
の
耐
震
診
断
の
結
果
、
地

震
時
に
は
不
安
定
に
な
る
こ

と
か
ら
、
県
営
事
業
で
の
老

朽
化
対
策
を
計
画
し
、
地
元

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
き

た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

対
策
工
事
費
の
増ぞ

う
こ
う嵩
が
示
さ

れ
、
そ
れ
に
比
例
す
る
受
益

者
負
担
金
が
当
初
例
示
額
よ

り
も
高
額
と
な
っ
た
た
め
、

現
在
地
元
関
係
者
の
了
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

診
断
検
査
は
、
平
成
26
年

度
以
降
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
農
閑
期
の
低
水
位
管
理

や
月
２
回
程
度
の
目
視
点
検

を
地
元
た
め
池
管
理
者
に
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
異
常
は
見
ら

れ
な
い
。

問

問

問

答

三
秋「
大
池
」の
改
修
工
事

高
田　
浩
司　
議
員

       観光客の誘致策

「サイクリストの聖地」を目指しては？
（答弁）強力に推し進めたい

耐震診断の結果、老朽化対策が
望まれる三秋の「大池」

答
目
視
点
検
を
実
施
し
て
お

り
異
常
は
見
ら
れ
な
い
。

いよ議会だより　令和３年 冬号 8

答
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
情
報
収

集
、
調
査
検
討
を
重
ね
る
。



最
近
で
は
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
の
申

請
手
続
や
買
い
物
を
す
る
ほ

う
が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
今
後
、
時
代

は
さ
ら
に
５
Ｇ
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
が
加
速
し
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
使
用
は
欠
か
せ
な
く
な

り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
高
齢

者
な
ど
の
苦
手
な
方
が
取
り

残
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に

高
く
な
る
。

　
現
在
、県
や
各
携
帯
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
、
シ
ニ
ア
世
代
の

ス
マ
ホ
教
室
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
例
え
ば
、
健
康

増
進
の
た
め
の
体
操
や
、
高

齢
者
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を

推
進
し
て
い
る
よ
う
に
、
ス

マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
講
習
会
な
ど

を
も
っ
と
身
近
に
誰
で
も
気

兼
ね
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
み
て
は
。

本
年
度
、
県
で
は
、

高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
シ

フ
ト
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ

る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
に
締
結

し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会

社
と
の
協
定
の
中
に
も
、
ス

マ
ホ
の
使
い
方
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
盛
り
込
ん

で
お
り
、
高
齢
者
を
は
じ
め

幅
広
い
年
代
に
向
け
た
支
援

を
行
い
た
い
。
今
後
、
具
体

的
な
内
容
が
決
定
次
第
、
よ

り
多
く
の
高
齢
者
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を

図
る
。

国
も
デ
ジ
タ
ル
庁
が

で
き
る
が
、
今
後
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
取

組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
世
界
を
目
指
す
本
市
と
し

て
も
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
取

組
は
、
高
齢
者
や
若
い
世
代

に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後

も
未
来
を
見
据
え
た
行
政
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
の
質
問
は
、
今
回

で
６
回
目
に
な
る

が
、
地
域
住
民
に
お
い
て
も

非
常
に
関
心
の
高
い
内
容
で

あ
る
。
前
回
は
、
非
常
に
前

向
き
な
答
弁
を
し
て
い
た
だ

い
た
が
、
あ
れ
か
ら
約
１
年

経
ち
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

　

財
源
に
関
し
て
は
、
都
市

防
災
総
合
推
進
事
業
に
よ
り

実
施
し
た
場
合
、
防
災
・
安

全
交
付
金
が
活
用
で
き
る
も

の
と
判
断
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
採
択
と
な
る

た
め
に
は
、
人
道
橋
の
整
備

に
加
え
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

に
つ
い
て
も
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
向
上
を
併
せ
て
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
施
設
内
の
整

備
箇
所
・
概
要
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

事
業
期
間
に
つ
い
て
は
、
国

の
事
業
採
択
を
受
け
て
か
ら

５
か
年
で
の
事
業
完
了
と
す

べ
く
実
施
さ
れ
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
全
体
事

業
費
を
算
出
し
た
上
で
、
次

年
度
に
は
政
策
上
の
位
置
付

け
を
整
理
し
、
財
政
上
の
見

地
か
ら
の
課
題
も
見
据
え
、

事
業
実
施
時
期
等
に
つ
い
て

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

答

八
反
地
川
に
避
難
用

人
道
橋
を
（
パ
ー
ト
６
）

大
野　
鎮
司　
議
員

誰もが平等にサービスを受けられる環境

高齢者のためのスマートフォン教室を！
（答弁）講習会など幅広い年代を支援する

当初は、橋の幅２mを予定していたが、事業の規
定により４ｍ以上（車は通行不可）を計画している。

行政サービスの手続な
ど、スマホやネットを使
う人が増えれば、職員の
仕事の効率化・負担軽
減・予算の削減など、市
にとってもメリットは大
きいと思います。

八反地川（鳥ノ木団地） ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
側

鳥
ノ
木
団
地
側

いよ議会だより　令和３年 冬号9

答
未
来
を
見
据
え
た
行
政

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

答
次
年
度
に
は
事
業
実
施

時
期
等
を
判
断
し
た
い
。



老
朽
化
し
た
地
方
の

橋
梁
な
ど
の
５
割
が

修
繕
な
ど
に
着
手
で
き
て
い

な
い
。
全
国
的
に
は
壊
れ
て

か
ら
費
用
を
捻
出
す
る「
事

後
保
全
」
よ
り
、
日
頃
か
ら

細
目
に
点
検
、
手
入
れ
す
る

「
予
防
保
全
」の
ほ
う
が
費
用

が
安
く
、
市
民
の
安
全
面
か

ら
も
効
果
が
高
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も「
予
防
保
全
」に

取
り
組
ん
で
は
。

市
道
に
関
連
す
る
橋

梁
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け

て
、
近
接
目
視
に
よ
る
定
期

点
検
結
果
に
基
づ
き
、
令
和

元
年
度
に
伊
予
市
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
た
。

　

予
防
保
全
型
の
維
持
管
理

方
式
は
、
事
業
開
始
当
初
に

修
繕
費
が
か
さ
む
傾
向
に
あ

る
が
、
緊
急
度
等
総
合
的
に

判
断
し
、
計
画
的
な
修
繕
を

施
す
こ
と
で
、
社
会
資
本
の

長
寿
命
化
や
予
算
縮
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
50

年
間
で
、
事
後
保
全
型
の
維

持
管
理
を
行
っ
た
場
合
、
約

52
億
円
の
維
持
経
費
が
か
か

る
と
こ
ろ
、
予
防
保
全
型
の

管
理
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、

約
12
億
円
の
経
費
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
橋
梁
含
め
道
路
全
体

の
保
全
に
努
め
た
い
。

以
前
も
質
問
し
た
が

北
山
崎
海
岸
の
高
潮

対
策
に
つ
い
て
、
工
法
は「
直

立
護
岸
方
式
」で
決
定
か
。
ま

た
、
次
年
度
の
予
算
計
画
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

事
業
主
体
で
あ
る
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
工
法
は
直

立
護
岸
方
式
に
決
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

県
は
、
北
山
崎
海
岸
を
重

点
整
備
海
岸
に
位
置
付
け
、

早
期
完
成
を
目
指
し
、
計
画

的
に
事
業
が
進
捗
す
る
よ
う

予
算
配
分
を
国
へ
強
く
要
望

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
内
の
工

事
着
手
を
目
途
と
し
、
来
年

度
以
降
も
着
実
な
事
業
執
行

を
目
指
し
て
い
る
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
市
と
し
て
も

国
、
県
に
対
し
、
引
き
続
き

予
算
の
確
保
を
積
極
的
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

本
市
は
、
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
の
５
年

間
縮
減
が
令
和
３
年
度
ま
で

続
き
、
過
疎
債
、
合
併
特
例

債
の
償
還
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
済
活
動
の
落
ち
込
み
な
ど

で
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に

大
変
苦
慮
し
て
い
る
と
思
う
。

今
後
、
い
か
に
安
定
し
た
財

源
を
確
保
し
て
い
く
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今

年
度
の
自
主
財
源
の
見
込
み

と
次
年
度
計
画
は
。

　

本
年
度
の
自
主
財
源
の
見

込
み
は
、
一
般
会
計
当
初
予

算
額
１
６
７
億
円
の
う
ち
、

約
51
億
円（
31
％
）
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
税
収
の
極
め
て

大
き
な
下
落
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
こ
の
減
収
を
見
越
し

た
上
で
編
成
を
行
う
。

普
通
交
付
税（
※
）の

過
去
５
か
年
の
実
績

と
来
年
度
の
見
込
み
は
。

問

問

問

問

答

答

財　

源　

確　

保　

策

北
橋　
豊
作　
議
員

橋梁等インフラの老朽化対策 

「予防保全」に取り組んでは？
（答弁）橋梁含め道路全体の保全に努める

（※）普通交付税とは、地方交付税の一種
で一般的な財政需要（日々の行政運営に必
要な経費）に対する財源不足額に見合う額
として交付されるものです。

答
歳
入
の
約
31
％
が
自
主

財
源
で
あ
る
。

普 通 交 付 税 収 入
平成27年度決算 約57億4,800万円
平成28年度決算 約57億2,500万円
平成29年度決算 約54億3,500万円
平成30年度決算 約53億 300万円
令和元年度決算 約54億 700万円
令和２年度決算 約54億 100万円

５年間で
約３億
5,000万円
の減額
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答
県
か
ら
直
立
護
岸
方
式
に

決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

「予防保全」のほうが費用も安く、市民
の安全面からも効果が高いと証明され
ている。（写真は川崎橋：中山町出渕）



消
防
団
は
、
自
ら
の

地
域
は
自
ら
で
守
る

と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
い
て
消
防
・
防
災
活
動

を
行
い
、
団
員
は
市
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
日
夜
務

め
て
い
る
。

　
消
火
活
動
に
か
か
る
装
備

は
か
な
り
充
実
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
近
年
の
異
常
気

象
等
に
伴
う
大
規
模
災
害
に

備
え
た
装
備
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

　

消
防
団
装
備
に
つ
い
て
、

現
在
ど
の
よ
う
な
も
の
が
装

備
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
な

も
の
を
充
実
す
べ
き
か
。
ま

た
、
伊
予
市
消
防
団
独
自
の

装
備
は
あ
る
の
か
。

消
防
団
装
備
に
つ
い

て
は
、
国
の
定
め
た

「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」に

沿
っ
て
整
備
し
て
お
り
、
内

容
は
、
被
服
類
の
ほ
か
安
全

装
備
品
や
情
報
通
信
機
器
、

救
急
救
助
用
器
具
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
な
お
、
消
防
団

独
自
の
装
備
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
が
装
備
し
て

い
る
発
電
機
や
投
光
器
等
の

ラ
イ
ト
類
も
併
用
し
て
使
え

る
消
防
団
も
あ
る
と
聞
き
及

ん
で
い
る
が
、
詳
細
に
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　

近
年
の
気
象
災
害
は
激
甚

化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
、
平
成
26
年
に
改

定
し
た
装
備
の
基
準
に
沿
っ

て
装
備
の
充
実
に
努
め
、
大

規
模
災
害
に
備
え
た
い
。

消
防
団
員
に
は
、

法は
っ
ぴ被
上
下（
難
燃
性
）

と
活
動
服（
非
難
燃
性
）
が

個
々
に
貸
与
さ
れ
、
場
面
に

よ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
際
、
難
燃
性
の
活
動
服

に
統
一
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
そ
の
場
合
の
予
算
は
。

　

装
備
の
基
準
に
照
ら
せ

ば
、
制
服
で
あ
る
法
被
は
活

動
服
と
は
異
な
り
、
両
方
を

支
給
ま
た
は
貸
与
す
べ
き
と

判
断
し
て
い
る
た
め
、
消
防

団
活
動
全
般
に
わ
た
り
活

動
服
に
統
一
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
仮
に
、
更
新

し
た
場
合
、
難
燃
性
の
も
の

で
約
１
８
０
０
万
円
と
見
積

も
っ
て
い
る
。
現
在
の
活
動

服
は
支
給
後
11
年
が
経
過

し
、
消
耗
が
激
し
い
た
め
、

今
後
、
計
画
的
な
更
新
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

こ
の
交
付
金
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
売
り
上
げ

が
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
を

受
け
た
高
収
益
作
物
に
つ
い

て
、
次
期
作
に
前
向
き
に
取

り
組
む
生
産
者
を
支
援
す
る

た
め
の
交
付
金
で
あ
る
。

　
今
回
、
こ
の
運
用
が
度
々

変
わ
る
こ
と
で
生
産
者
は
混

乱
し
た
が
、
農
業
再
生
協
議

会
と
し
て
、
不
安
解
消
の
た

め
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
説
明
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

農
業
再
生
協
議
会
と
し
て

は
、
Ｊ
Ａ
系
統
出
荷
の
農
業

者
に
は
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
、

系
統
外
出
荷
の
農
業
者
に
は

市
と
い
う
役
割
分
担
の
下
、

効
率
的
に
制
度
の
周
知
・
変

更
・
最
新
の
案
内
を
行
っ
て

き
た
。

　

今
後
は
、
同
協
議
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
幅
広
く
関
係

機
関
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
複
雑
に
な
っ
た
制
度

を
い
か
に
分
か
り
や
す
く
案

内
で
き
る
か
、
多
く
の
対
象

者
に
申
請
い
た
だ
け
る
か

を
考
え
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
と

と
も
に
農
業
者
に
寄
り
添
っ

て
、
適
時
適
切
な
支
援
・
推

進
を
図
り
た
い
。

問

問

問

答

高
収
益
作
物
次
期
作

支
援
交
付
金

谷
本　
勝
俊　
議
員

   大規模災害に備えて

消防団装備の充実を！
（答弁）装備の充実に努め大規模災害に備える

消防団員に貸与されている法被
（写真右）と活動服（写真左）
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答
今
後
、
計
画
的
な
更
新
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

答
農
業
者
に
寄
り
添
っ
て
適

時
適
切
な
支
援
を
図
る
。



中
山
地
域
に
は
、
古

く
か
ら
野
中
万
才
・

村
中
万
才
・
太
鼓
・
獅
子

舞
・
し
ゃ
ぎ
り
・
踊
り
・
相

撲
甚じ

ん

句く

等
が
伝
統
文
化
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
現
在
、
人
口
減
少
が
進

み
、
継
承
者
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
今
、
何
か
手
を
打

た
な
け
れ
ば
、
な
く
な
る
可

能
性
も
否
定
で
き
ず
、
そ
う

な
れ
ば
一
層
地
域
が
衰
退
す

る
。
今
一
度
、
文
化
協
会
を

中
心
に
振
興
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。
例
え
ば
、
少
人
数
で

公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
る

各
団
体
の
構
成
員
に
対
し
て

部
屋
代
を
無
料
に
す
る
な

ど
、
地
域
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
生
き
が
い
や
活
力
を
与

え
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
施
策
を
行
っ
て
は
。

各
団
体
の
構
成
員

が
、
日
々
の
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

市
民
総
合
文
化
祭
や
公
民
館

ま
つ
り
、
芸
能
発
表
会
等
が

あ
り
、
開
催
時
に
は
声
か
け

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ま
た
、
活
動
補
助
金
を
交

付
し
、財
政
的
な
支
援
も
行
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
社
会

教
育
関
係
団
体
と
し
て
登
録

し
て
い
れ
ば
、
公
民
館
の
使

用
料
も
５
割
減
額
と
し
て
い

る
。

　

文
化
活
動
を
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

ら
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い

る
各
団
体
へ
の
支
援
や
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
支
援

に
今
後
も
努
め
る
。

補
助
金
交
付
実
施
要

綱
に
定
め
て
い
る
対

象
経
費
の
う
ち
、
１
０
０
万
円

以
下
の
金
額
に
対
し
て
２
分

の
１
を
、
１
０
０
万
円
を
超
え

た
部
分
の
金
額
に
対
し
て
３

分
の
１
の
補
助
を
行
っ
て
い
る

が
、
利
用
者
の
負
担
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
に
一
律
２
分

の
１
の
補
助
に
し
て
は
。

　

こ
の
事
業
は
、
上
水
道
、

簡
易
水
道
、
飲
料
水
供
給
施

設
の
給
水
区
域
外
に
お
け
る

飲
料
水
の
安
定
的
な
確
保

に
資
す
る
た
め
、
５
世
帯
以

上
の
方
が
利
用
す
る
飲
用
井

戸
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経

費
に
対
し
、
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
１
０
０
万
円
を
限
度

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
平
成
18
年
12
月
に
要
綱

を
定
め
実
施
を
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
制
定
以
来
、
昨

年
度
末
ま
で
に
延
べ
20
件
の

申
請
が
あ
り
、
一
定
の
成
果

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

過
去
20
件
の
事
業
で
も
対

象
事
業
費
１
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
は
５
件
と
多
く
な

い
が
、
本
市
が
令
和
２
年
４

月
に
定
め
た「
補
助
金
等
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
照
ら
し
、
補
助

金
等
の
交
付
に
関
し
て
有
効

性
や
公
平
性
、
透
明
性
を
確

保
す
る
な
ど
の
観
点
か
ら
、

見
直
し
を
含
め
て
再
度
検
討

す
る
。

問

問

答

飲
用
井
戸
整
備
事
業
費

補
助
金
の
見
直
し

武
智　
　
実　
議
員　

 地域に生きがいを与える施策

伝統文化の振興と保護を！
（答弁）今後も支援に努める

年に一度、中山地区公民館で日頃の活動の成果を披露
する「なかやま芸能発表会」の様子。毎年150人近くの
来場者があり、民舞や三味線、太鼓、万才、体操、カ
ラオケなどを披露している。（写真①）峠のOBAJIN太
鼓の発表、（写真②・③）村中万才保存会の発表

①

② ③
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答
見
直
し
を
含
め
て
再
度

検
討
す
る
。



市
道
浜
田
松
本
線
と

一
丁
地
２
号
線
は
、

約
50
年
前
に
水
路
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
蓋
を
し
て
拡
幅
し
て

い
る
道
路
で
あ
る
。
現
在
は
、

水
路
蓋
が
経
年
劣
化
で
ガ
タ

つ
き
、
こ
の
上
を
車
が
通
る

と
大
き
な
音
を
発
す
る
た
め
、

近
隣
住
民
は
毎
晩
の
よ
う
に

騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

過
去
に
も
い
ろ
い
ろ
な
箇
所

が
割
れ
、
そ
の
都
度
補
修
し

て
い
た
が
、
抜
本
的
な
改
修

に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
騒
音
問
題
も
含
め
、
蓋
が

割
れ
て
大
き
な
事
故
が
起
こ

る
前
に
、
早
期
に
全
面
改
修

に
着
手
し
て
は
。

水
路
蓋
の
ガ
タ
つ
き

や
騒
音
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
等
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
そ
の
都
度
現
地
確
認

の
上
、
破
損
箇
所
の
補
修
工

事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
回
改
め
て
現
場

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
経
年

劣
化
に
よ
り
、
ガ
タ
つ
き
に

よ
る
騒
音
が
以
前
よ
り
も
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
今
後
、
改
修

方
法
に
つ
い
て
、
土
木
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
な

が
ら
検
討
を
行
い
、
今
年
度

は
予
算
の
範
囲
内
で
一
部
改

修
し
、
次
年
度
か
ら
、
特
に

損
傷
の
著
し
い
一
丁
地
２
号

線
の
全
面
改
修
を
年
次
計
画

の
も
と
施
工
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
っ
て
、
市
内
各
企

業
の
売
上
げ
が
下
が
れ
ば
法

人
税
が
減
収
と
な
り
、
市
民

の
収
入
が
下
が
れ
ば
市
民
税

な
ど
も
減
収
と
な
る
。

　
現
在
、
過
去
最
大
規
模
の

借
金
を
抱
え
る
本
市
で
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
を
行
っ
て
い
る
と
思
う

が
、　

現
時
点
の
市
債
残
高

と
合
併
特
例
債
の
状
況
は
。

　

市
債
残
高
は
、
令
和
元

年
度
決
算
で
一
般
会
計
約

２
３
８
億
円
、
特
別
会
計
約

61
億
円
で
合
計
約
２
９
９
億

円
で
あ
る
。

　

合
併
特
例
債
の
状
況

は
、
起
債
の
上
限
額
が
約

１
３
１
億
円
に
対
し
、
借

入
れ
を
行
っ
た
額
は
約

１
２
０
億
円
で
、
お
よ
そ

92
％
を
活
用
済
み
で
あ
る
。

既
に
償
還
済
み
の
市
債
も
あ

り
、
令
和
元
年
度
現
在
の
残

高
は
約
１
０
６
億
円
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
期

限
は
令
和
７
年
度
ま
で
で
あ

る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
で
減
収
が
想
定
さ

れ
る
が
、
令
和
３
年
度
の
減

収
試
算
を
具
体
的
に
し
て
い

る
の
か
。

　

市
税
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
顕
著

に
表
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
個

人
市
民
税
と
法
人
市
民
税
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

税
額
算
定
の
根
拠
と
な
る
資

料
等
が
な
い
た
め
、
ま
ず
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
減

収
率
を
参
考
に
試
算
を
行
っ

て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
税
収
見
込

額
に
つ
い
て
は
、
流
動
的
で

は
あ
る
が
、
個
人
市
民
税
で

は
概
ね
10
％
程
度
、
法
人
市

民
税
で
は
30
％
程
度
の
減
額

に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

現
在
の
減
収
見
込
額
は
、
約

２
億
２
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
市
税
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
想
定
し
難
く
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る
減
収
と

な
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

本
市
の
財
政
状
況

平
岡　
清
樹　
議
員　

市道浜田松本線（下吾川）等の経年劣化

全面改修に着手しては？
（答弁）次年度から年次計画のもと施工する

市道浜田松本線の破損箇所。これまでは
その都度部分改修で対応していたが、老
朽化が著しいため全面改修が望まれる。

答
市
債
残
高
の
合
計
は
約

２
９
９
億
円
で
あ
る
。

答
減
収
見
込
額
は
約
２
億

２
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
平

成
25
年
に
積
極
的
な
勧
奨
を

中
止
し
、
Ａ
型
定
期
予
防
接

種
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
個
別
の
通
知
等
の

勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
接
種
率
は
70
％
か
ら

１
％
未
満
に
減
少
し
て
い
る
。

　
学
会
に
よ
る
と
、
若
い
女

性
が
罹か

か

る
が
ん
の
中
で
乳
が

ん
に
次
い
で
多
く
、
年
間
約

１
万
人
近
く
の
女
性
が
罹
患

し
、
約
２
８
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

勧
奨
だ
け
で
は
な
く
、
接
種

の
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
民

周
知
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

国
か
ら
10
月
９
日
付

で
対
象
者
や
保
護
者

に
対
し
て
、
個
別
に
情
報
提

供
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め

る
通
知
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
10

月
末
に
公
費
負
担
の
対
象

者
で
あ
る
小
学
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
ま
で
の
女
子

７
９
０
人
に
対
し
、
個
別
通

知
に
よ
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

発
送
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

安
全
性
や
有
効
性
に
つ
い
て

周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
、
国
の
最
新

情
報
を
反
映
す
る
よ
う
更
新

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
20
歳
か
ら
の

検
診
の
認
識
に
繋
が

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
は
。

　

近
年
、
若
年
層
で
が
ん
や

前
が
ん
状
態
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
将
来
の

妊
娠
・
出
産
の
可
能
性
を
残

す
こ
と
か
ら
も
20
歳
代
か
ら

の
受
診
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
市
に
お
け
る
20
歳
代
の
受

診
率
は
低
調
で
あ
り
、
若
年

層
の
受
診
率
向
上
が
子
宮
が

ん
検
診
を
効
果
的
に
進
め
て

い
く
上
で
の
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
に

つ
い
て
は
、
下
水
道

使
用
世
帯
や
単
独
処
理
浄
化

槽
使
用
世
帯
に
比
べ
、
設
置・

維
持
管
理
費
用
の
面
で
負
担

が
大
き
く
、
不
公
平
感
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
国
で
も
、
単
独
か
ら
合

併
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
お

り
、
環
境
負
荷
の
低
い
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
促
す
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
負
担
軽
減
の
た
め
、
他
市

も
行
っ
て
い
る「
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補

助
金
制
度
」を
創
設
し
て
は
。

　
こ
の
補
助
金
制
度
は
、
県
内

で
３
市
が
実
施
し
て
い
る
が
、

財
源
は
市
単
独
で
あ
る
。

　
本
市
で
実
施
し
た
場
合
、
補

助
金
だ
け
で
年
間
３
０
０
０
万

円
程
度
の
財
政
負
担
と
な
る

の
で
、
現
時
点
で
は
、
財
政
状

況
を
勘
案
す
る
と
制
度
創
設

は
困
難
で
あ
る
。

単
独
処
理
浄
化
槽
の

撤
去
費
用
と
宅
内
配

管
工
事
に
か
か
る
費
用
の
助

成
を
し
て
は
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
も
、

最
大
39
万
円
の
補
助
金
の
う

ち
21
万
円
が
一
般
財
源
の
負

担
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

転
換
を
推
進
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
た
場
合
、
地
域
の

水
環
境
の
向
上
が
大
き
く
期

待
で
き
る
こ
と
は
疑
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
他

市
町
の
動
向
も
参
考
に
し
て

検
討
し
た
い
。

問

問

問

問

答

門
田　
裕
一　
議
員　

子宮頸がん予防ワクチン接種

市民周知をどう取り組むのか？
（答弁）個別通知により周知を図った

浄化槽の仕組み

合
併
処
理
浄
化
槽
の

さ
ら
な
る
推
進

答
他
市
町
の
動
向
も
参
考

に
し
て
検
討
す
る
。
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答
若
年
層
の
受
診
率
向
上
が

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

答
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
制

度
創
設
は
困
難
で
あ
る
。



コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自

粛
や
接
触
を
控
え
る

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
、

自
宅
で
の
虐
待
が
潜
在
化
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に

対
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
減
少
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
開
催
中
止
、
民
生
委
員

や
高
齢
者
見
守
り
員
の
活
動

自
粛
の
中
、
現
状
と
対
応
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も「
高
齢
者
虐
待
防

止
法
」
に
基
づ
き
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

関
係
機
関
が
連
携
し
、
発
生

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
国

は
、
虐
待
防
止
対
策

と
し
て「
子
ど
も
見
守
り
強

化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

打
ち
出
し
た
。
本
市
の
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の

体
制
強
化
は
。

　
現
時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る

と
判
断
さ
れ
る
事
例
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　

協
議
会
と
子
ど
も
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
見
守
り
や
支
援

を
さ
ら
に
強
化
し
、
自
宅
へ

の
訪
問
確
認
や
学
校
・
保
育

所
等
と
の
情
報
共
有
を
頻
繁

に
行
う
な
ど
、
児
童
の
状
況

変
化
を
注
視
し
、
虐
待
防
止

に
努
め
て
い
る
。

高
校
中
退
後
、
学
校・

地
域・行
政
の
サ
ポ
ー

ト
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
、

本
人
、
保
護
者
共
に
孤
独
に

陥
っ
て
い
る
。
子
ど
も
総
合

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
に
繋
げ

て
、
将
来
の
進
路
の
助
言
支

援
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

大
学
中
退
者
や
若
年
層
離
職

者
に
も
孤
独
や
貧
困
の
支
援

を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

　

高
校
中
退
者
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

の
対
象
者
と
し
て
、
常
駐
し

て
い
る
家
庭
児
童
相
談
員
が

中
心
と
な
り
、
相
談
内
容
に

応
じ
た
助
言
や
他
機
関
へ
の

紹
介
等
適
切
な
対
応
を
図
っ

て
い
る
。

　

大
学
中
退
者
や
若
年
層
の

離
職
者
へ
の
支
援
は
、
県
若

年
層
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

や
え
ひ
め
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
ぐ
こ
と
で

既
に
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

図
ら
れ
て
い
る
。

特
定
疾
病
が
原
因
で

要
介
護
状
態
に
な
っ

た
20
歳
か
ら
39
歳
の
方
が
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て

療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

支
援
は
で
き
な
い
か
。

　

県
に
お
い
て
、
若
年
が
ん

患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業
が

創
設
さ
れ
、
本
市
で
は
、
来

年
度
の
事
業
開
始
を
目
途
に

準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問問

問

問

答

川
口　
和
代　
議
員　

高齢者と子どもの虐待防止策

虐待を見逃さない市に！
（答弁）日々、虐待発生防止に努めている

「子ども見守り強化アクションプラン」の見守り体制

切
れ
目
の
な
い
対
応
を

答
来
年
度
事
業
開
始
を
目
途
に

準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

答
見
守
り
や
支
援
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
る
。

答
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

図
ら
れ
て
い
る
。

市町村保健機関
医療機関

弁護士会
民間団体等

民生・児童委員

保育所・幼稚園等学校・教育委員会
配偶者暴力相談支援センター・
婦人相談所・婦人相談員

警察 実施主体

児童相談所

人権擁護委員

要保護児童対策地域協議会
（仕事内容）
・支援対象児童、特定妊婦等の状況の確認に関する役割分担の決定
・確認や支援に関する進捗管理、総合調整等

総合保健福祉センター２階に
ある「子ども総合センター」

コロナ禍での投票率を
上げるため、新しい選
挙様式についても提案
しましたが、公職選挙
法により簡単には実現
できないようです。
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11
月
11
日
、
国
の
男

女
共
同
参
画
会
議

は
、
第
５
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
基
本
的
な
考
え
方
を
菅
総

理
に
答
申
し
た
。
そ
の
中
で
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導

的
地
位
に
お
け
る
女
性
の
割

合
を
30
％
に
す
る
と
い
う
従

来
の
目
標
を「
２
０
２
０
年

代
の
可
能
な
限
り
早
期
に
」

と
し
た
。

　
本
市
職
員
の
指
導
的
地
位

に
お
け
る
女
性
割
合
の
従
来

の
考
え
方
と
現
状
は
。
ま
た
、

新
年
度
に
お
い
て
、
ど
の
程

度
を
目
標
と
す
る
の
か
。

現
在
、
本
市
職
員
に

お
け
る
女
性
の
指
導

的
地
位
者
の
登
用
率
の
目
標

値
と
し
て
、
お
示
し
の
30
％

に
加
え
、
２
０
１
７
年
３
月

策
定
の「
第
２
次
伊
予
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
の

前
期
５
か
年
の
実
施
計
画

の
中
で
、
課
長
級
以
上
に
占

め
る
女
性
割
合
を
２
０
２
１

年
度
終
了
時
ま
で
に
10
％
、

２
０
２
６
年
度
終
了
時
ま
で

に
20
％
と
設
定
し
て
い
る
。

本
年
度
は
10
・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
目
標
値
で
あ
る

10
％
を
達
成
し
て
い
る
。
保

育
士
等
を
除
い
た
場
合
に
お

い
て
も
、
政
府
目
標
で
あ
る

30
％
に
近
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
年
度
以
降
も
引
き
続
き

現
在
の
数
値
を
維
持
し
つ

つ
、
従
来
ど
お
り
30
％
以
上

を
目
指
し
、
健
全
で
公
平
・

公
正
な
人
事
管
理
、
適
切
な

配
置
に
努
め
る
。

菅
政
権
下
で「
脱
ハ

ン
コ
」
が
声
高
に
言

わ
れ
始
め
た
。
本
市
に
お
け

る
行
政
手
続
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

各
手
続
に
お
け
る
押
印
に

つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
も
国
同
様

に
廃
止
す
る
方
向
で
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
、
市
業

務
で
押
印
が
必
要
な
様
式
に

つ
い
て
、
各
担
当
部
局
に
対

し
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
法
律
や
条
例
等
に

定
め
の
あ
る
様
式
は
国
や
県

の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
そ

の
他
の
も
の
は
、
国
の
示
す

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
押

印
に
よ
る
文
書
成
立
の
真
正

や
実
質
的
証
拠
力
等
、
法
制

面
か
ら
も
検
討
を
加
え
た
上

で
、
新
年
度
よ
り
段
階
的
に

見
直
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
現
場
で
は
、

押
印
廃
止
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
、
保

護
者
に
押
印
を
求
め
る
機
会

は
、
児
童
生
徒
の
成
績
や
健

康
・
安
全
に
関
わ
る
公
的
な

文
書
や
金
銭
の
授
受
の
証
明

が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
以
外

に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ン
の
み

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
学
校
に
お
け
る

文
書
は
、
児
童
生
徒
を
介
し

て
保
護
者
に
届
く
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
保
護
者
の

確
実
な
承
認
を
い
た
だ
く
た

め
に
押
印
は
必
要
最
低
限
度

の
手
続
と
考
え
て
お
り
、
押

印
廃
止
の
動
き
に
よ
っ
て
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
学
校
と
保
護
者

の
間
で
の
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
保

護
者
の
認
証
が
学
校
へ
直
接

届
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
押
印

確
認
の
機
会
は
大
幅
に
減
少

す
る
こ
と
と
な
る
。

問

問

問

答

水
田　
恒
二　
議
員　

男女共同参画基本計画

女性管理職の割合と目標は？
（答弁）2026年度終了までに20％と設定している

行
政
手
続
と
押
印
廃
止

答
新
年
度
よ
り
段
階
的
に

見
直
し
て
い
く
。

答
押
印
廃
止
の
動
き
で
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

伊予市職員状況（令和２年４月１日現在）
合計 男 女

正規職員 353人 200人 153人（43.3％）

管理職
（課長補佐以上） 82人 52人 30人（37％）

保育所・幼稚園を
除く管理職 71人 52人 19人（27％）

課長以上 28人 25人 3人（10.7％）
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県
に
よ
る
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
く
警

戒
区
域
等
の
指
定
に
関
す
る

説
明
会
が
、
平
成
31
年
３
月

に
中
山
地
区
で
開
催
さ
れ
、

さ
ら
に
今
年
９
月
に
基
礎
調

査
結
果
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

配
布
さ
れ
た
。
地
域
住
民
か

ら
は
、
自
宅
が
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
、
通
称「
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
」に
含
ま
れ
て
お
り
、

雨
が
降
る
た
び
に
心
配
で
あ

る
と
の
話
を
よ
く
聞
く
。

　
地
元
説
明
会
未
実
施
地
域

へ
の
開
催
予
定
は
。

本
市
に
は
、
が
け
崩

れ
、
土
石
流
、
地
す

べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

が
６
４
９
か
所
あ
り
、
平
成

25
年
度
、
平
成
29
年
度
に

２
２
２
か
所
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域（
通
称
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
）
の
指
定
と
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
う
ち
、
２
０
１

か
所
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域（
通
称
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

が
併
せ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

指
定
予
定
の
４
２
７
か
所
に

つ
い
て
は
、
県
か
ら
令
和
３

年
度
上
半
期
を
目
途
に
警
戒

区
域
の
指
定
を
行
う
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　

地
元
説
明
会
未
実
施
の
伊

予
地
域
１
か
所
、
中
山
地
域

13
か
所
、
双
海
地
域
12
か
所

の
合
計
26
か
所
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
に
基
礎
調

査
の
完
了
を
み
て
お
り
、
令

和
３
年
２
月
に
地
元
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地

元
区
長
と
協
議
の
う
え
決
定

し
、
広
報
紙
や
防
災
無
線
等

に
よ
り
広
く
関
係
者
へ
の
周

知
を
考
え
て
い
る
。

市
の
防
災
マ
ッ
プ
は

総
合
防
災
・
た
め
池
・

内
水
・
た
め
池
浸
水
想
定
区

域
図
な
ど
、
多
く
の
防
災

マ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
、
地
震

と
津
波
を
セ
ッ
ト
に
す
る
な

ど
分
か
り
や
す
く
し
て
は
。

　

マ
ッ
プ
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
多
数
の
災
害
リ
ス
ク

を
一
括
し
て
掲
載
す
る
と
複

雑
で
分
か
り
に
く
い
地
図
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
地
震

と
津
波
な
ど
、
通
常
同
時
に

起
こ
り
う
る
災
害
を
セ
ッ
ト

に
し
、
そ
れ
以
外
は
別
葉
に

す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
努
め

る
。

平
成
17
年
の
合
併

後
、
今
年
で
16
年
目

と
な
る
。
各
地
域
の
活
性
化

に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
市
の
発
展
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
。
各
地
域
の
構
想
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

　

市
全
体
が
融
合
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
施
策
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
の
地
を

愛
す
る
人
々
が
継
承
し
て
い

く
施
策
、
ど
ち
ら
も
大
切
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　

合
併
後
、
節
目
の
15
年
に

あ
た
り
、
行
政
は
そ
の
熱
い

思
い
を
ど
う
や
っ
て
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
か
を
真
剣
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ

て
い
る
。

　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
る

課
題
も
多
様
化
し
て
お
り
、

全
て
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
行

政
の
力
だ
け
で
対
応
す
る
の

は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
企
業
の
方
々
、
ま
た
市

民
の
参
画
、
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
政
が
今
後
も
持
続
可

能
と
な
る
最
適
解
を
追
求
し

つ
つ
、
市
政
運
営
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
謳う

た

わ
れ
、
私

自
身
も
賛
同
し
て
い
る「
だ

れ
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
伊

予
市
」
を
目
指
し
、
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問

問

問

答

田
中　
　
弘　
議
員　

  土砂災害防止法に基づく基礎調査結果

地元住民への説明は？
（答弁）令和３年２月に開催予定である

各
地
域
の
活
性
化

答
分
か
り
や
す
い
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
に
努
め
る
。

答
持
続
可
能
と
な
る
最
適
解
を
追

求
し
、
市
政
運
営
に
努
め
る
。

伊予市の防災マップ各種（右から総
合防災マップ・内水ハザードマッ
プ・ため池ハザードマップ２種）



将来は大きな舞台に立ちたい！

松
まつ

井
い

 奏
かな

絵
え

 さん

Profile 　郡中小学校６年生。バレエを３年生から始
め、現在も週３回、武市バレエスタジオに通ってい
ます。（とても体が柔らかい！）好きな言葉は「自由」、
好きな教科は「体育」。

インタビューを通し
て何事にも一生懸命
取り組む、芯の強い
女の子だなぁと感じ
ました。

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
学
校
で
配
ら
れ
た
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
チ
ラ
シ
を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

　
普
段
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
る

の
で
、
舞
台
に
立
つ
経
験
を
積

み
た
い
と
思
い
応
募
し
ま
し

た
。
小
さ
い
う
ち
に
経
験
す
る

こ
と
で
、
舞
台
に
関
す
る
知
識

や
専
門
用
語
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
将
来
役
に

立
つ
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

●
初
め
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

稽
古
は
ど
う
で
す
か
？

　

10
月
か
ら
始
ま
り
約

２
か
月
経
ち
ま
し
た

が
、
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
台
詞
を
覚
え
る
の

は
時
間
が
か
か
っ
た
け

ど
、
歌
は
す
ぐ
に
覚
え

ら
れ
ま
し
た
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
楽

し
い
？

　

練
習
を
通
じ
て
み
ん

な
と
仲
良
く
な
れ
て
、

心
が
通
い
合
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
仲

間
同
士
、
心
を
開
い
て
自
分
を

生
か
す
こ
と
が
出
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。　
　

　
稽
古
を
重
ね
る
こ
と
で
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
少
し
ず
つ
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
嬉
し

い
で
す
。

●
ど
の
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
し
た
い
で
す
か
？

　
お
客
さ
ん
が
感
動
す
る
舞
台

に
し
た
い
で
す
。
や
り
残
す
こ

と
が
な
い
く
ら
い
練
習
し
て
、

失
敗
な
く
悔
い
な
く
頑
張
り
た

い
で
す
。「
完
璧
な
舞
台
」
を
目

指
し
ま
す
！

●
将
来
の
夢
は
？

　
中
学
生
に
な
っ
た
ら
バ
レ
エ

に
没
頭
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
舞
台
の
経
験
を
積

ん
で
、
将
来
は
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
で
活
躍
で
き
る
バ
レ

リ
ー
ナ
を
目
指
し
た
い
で
す
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
公
演
の
約

２
週
間
前
に
行
い
ま
し
た
。

実際の公演の様子。愛媛県のとある町で廃校
が決まった小学校を舞台に「誰もが笑顔になれ
る」をコンセプトにした作品です。スタッフを
含め出演者全員が日頃の練習の成果を発揮し、
歌や踊りを堂々と披露しました。

（IYO夢みらい館：令和３年１月10日）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ミ
ン
ナ
愛
顔
」 

と
は
？

　
「
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い
館
」
と「
坊
っ

ち
ゃ
ん
劇
場
」が
コ
ラ
ボ
し
た
事
業
で

伊
予
市
初
と
な
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
す
。
昨
年
10
月
に
出
演
者
を
一

般
公
募
し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

び
ま
し
た
。

　顔の半分をマスクで覆った令和２年が幕を閉じ、新しい年を迎えましたが、まだまだマスクは外せそうに
ありませんね。ですが、この難局を皆で力を合わせて乗り越え、輝かしい令和３年にしていきましょう。
　４月には、市長、市議ともに改選を迎えます。
　これからも市民の皆様にとって、親しみやすく、分かりやすい議会だよりを目指して常に成長
してまいります。
議会広報調査特別委員会　〔委員長〕川口和代　〔副委員長〕吉久俊介
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕大野鎮司　高田浩司　平岡清樹　向井哲哉　森川建司

いよ議会だより　令和３年 冬号 18

おおの委員

きら
きら・人きら
きら・人

い～よい～よい～よ
第23回

編集後記

よしひさ
副委員長

ファミリーミュージカル「ミンナ愛
えがお

顔」主演

奏絵さん

主演ナオ役の
奏絵さんの歌声に
魅せられました！


